
ミュージック・ベル演奏会 人権教育部会

今年度の人権コンサートはミュージック・ベルの演奏会です。

【開催日時】2月16日(日)10：00～11：30頃

【開催場所】かすみの里1階ホール

駐車場は堀切川を渡った先にあるかすみの里職員

用駐車場をご利用ください。

【参 加 費】無料 【事前申込】不要

※時節柄、インフルエンザ等感染拡大防止のためマスクの着用をお願いします。
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竹あかり制作会 総務委員会・環境部会

3月末に開催する額突山市民緑地祭りにて展示・点灯する竹あかりを制作します。制作

した作品は祭り終了後にお持ち帰りいただけます。

【開催日時】1月25日(土)9：00～16：00

2月22日(土)9：00～16：00

【開催場所】羽津地区市民センター2階大会議室

各種団体の皆さんは会場に映える大作づくりに挑戦して

ください。

羽津小・羽津北小の6年生の皆さんには別途に卒業制作を兼ねて制作してもらいます。

ものづくり講座 総務委員会

【開催日時】①3月 1日(土) 燃料電池ミニカー制作

②3月 2日(日) 3Dプリンター体験

※ノートPCやiPADを持参いただくとオリジナル作品が制作できます。

③3月15日(土) 電子工作・はんだ付けに挑戦（順送り点灯LED制作)

④3月16日(日) 電子工作・電子ピアノ制作

⑤3月29日(土) 金属モデル組み立てと前田テクニカ工場見学

時間は①～④は9：00～12：00、⑤は9：30(集合9：00)～13：00頃

【開催場所】①～④ 羽津地区市民センター2階大会議室

⑤ 株式会社前田テクニカ(三重郡菰野町大字千草5727-14)

※マイクロバスで移動

【募集定員】②以外は10名、②は人数制限無し 【参加費】無料

【参加資格】小学生(5年生以上)、中学生 【参加申込】要

詳細は、学校を通して別途に配布するチラシをご覧ください。

防災講演会 防災減災部会(マリーゴールド)・連合自主防災会

釜石の奇跡と呼ばれた津波避難について当時の教員の立場から話していただきます。

【開催日時】3月8日(土)13：00～

【開催場所】四日市羽津医療センター健康管理センター3階大ホール

【講 演 者】糸日谷美奈子さん…東日本大震災時の釜石東中学校教員

【参 加 費】無料

有料広告

編集後記

新しい年が始まりました。今年も皆さんとともに、より良いまちづくりに取り組んでまいります。

寒さ厳しい季節ですが、お体に気をつけてお過ごしください。 広報委員会(H)より

1月下旬から2月の行事予定

1月21日(火) バレトン教室 2月14日(金) いのちの授業(羽津保育園)

1月24日(金) さんきゅう食堂 さんきゅう食堂

子供食堂「＆ゆう」 子供食堂「＆ゆう」

1月25日(土) 竹あかり制作会 2月15日(土) 無料塾「ぐるにえ」

無料塾「ぐるにえ」 2月16日(日) ミュージック・ベル演奏会

1月26日(日) シイタケ作りを体験しよう 2月18日(火) バレトン教室

1月27日(月) バランスボール教室 2月21日(金) さんきゅう食堂

1月31日(金) 竹あかり制作(羽津北小学校） 2月22日(土) 竹あかり制作会

さんきゅう食堂 2月24日(月) バランスボール教室

2月 2日(日) 女子力アップ講座・DVD鑑賞会 2月28日(金) さんきゅう食堂

2月 6日(木) いのちの授業(みのりこども園) 子供食堂「＆ゆう」

2月 7日(金) さんきゅう食堂 3月 1日(土) ものづくり講座

2月 8日(土) 羽津学・文化財巡り 無料塾「ぐるにえ」

2月 9日(日) ベビーマッサージ教室 3月 2日(日) ものづくり講座

額突山市民緑地まつりコンサート出演者募集 総務委員会

今年も3月22日(土)に額突山市民緑地まつりを開催します。この祭りでは例年野外コンサートを

行っています。その出演者を募集中です。羽津地区在住・在勤の方や平素から羽津地区の活動に

関与してくれている方であればどなたでも大歓迎です。奮ってご応募ください。

連絡・問合せ先：羽津地区まちづくり推進協議会事務局 TEL&FAX 059-331-5333

羽津おうちごはん 児童福祉部会

1月11日(土)のおうちごはんは、クレープでした。12月の予約開始からまもな

くで定員いっぱいになったと聞きました。ありがとうございます。クレープは2

種類作りました。1つは、生クリークとフルーツの入った想像通りのクレープ。

もう１つは、レタスと焼肉のタレで味付けしたお肉の入ったクレープです。ここ

からは、手順が大事です。まず、肉を焼いて、味付けをしました。次に牛乳、ホッ

トケーキミックス、卵をボールに入れて、泡立て器で混ぜます。ダマが出来ない

ように！生クリームも砂糖を入れて角が立つまで泡立てます。これは冷蔵庫に！

ここまで、出来たら、後はコンロ２つ、フライパン２つ、ひたすらクレープの皮を焼きました。

一人４枚の予定です。きれいに焼けたもの、破れたもの、少し焦げてしまったもの、色々ありま

したが、包んでしまえば大丈夫。ある班は、失敗した皮をみんなで食べたり、包み終わって残っ

たフルーツを食べたり、楽しく過ごしました。

次回３月は、お花見弁当です。またお待ちしています。



令和6年度羽津地区総合防災訓練を終えて 連合自主防災会

12月8日(日)に総合防災訓練を実施しましたが、一部混乱があったようですので、この訓練の目

的・意義を再度確認したいと思います。

羽津地区の防災訓練の基本理念は、訓練のための訓練は止めて実際に災害が発生した時に対応

可能なように実践的な訓練を行う事です。そのため、総合防災訓練は想定の設定のみでシナリオ

はなしで実施しています。シナリオがない為、拠り所はマニュアルと事前説明会の資料になりま

す。いかにこれらを前もって読み込んで自分のものにしているかで、訓練に差が出ると思います。

訓練後のアンケートで、「マニュアル通りにできた」と回答された方は事前にマニュアルを読み

込んで訓練に臨まれた方と思います。一方で「何をすべきかわからなかった」と回答された方は

マニュアルにあまり目を通されなかった方ではないでしょうか。実際の災害で避難所としての役

割が機能しないということが起きない様に避難所設営を指導できる人材を養成するために訓練を

行なっています。毎年本訓練を繰り返すことで避難所設営の方法を経験した人が地域に増え、訓

練で避難所設営を経験した人が被災者の中にいれば避難所設営が少なからずスムーズにできる可

能性があります。訓練はシナリオを作って段取り良く、スムーズにできれば良いというものだけ

ではないと思っています。突然の発災でマニュアルに近い形で動ける人材を養成するのが訓練と

思います。マニュアルを読み込んで災害に備えていただく人材の養成は一朝一夕にはできません

が、この様な文化を醸成することを目的に今後も取り組んでいきたいと思っていますので皆様の

ご協力をお願い致します。

ボッチャ大会 健康推進部会

12月15日(日)、羽津小体育館にてボッチャ大会を開催しました。健康推進部会としては初とな

るこの大会。当初はどのくらいの参加者が見込めるのかなど、不安も多々ありましたが、蓋を開

けてみると羽津小先生チーム(5名2チーム)を含む、13チーム29名に参加いただき、下は小学生か

ら上は80代と老若男女が入り混じった楽しい大会となりました。

このボッチャというスポーツ。私自身も初体験でしたが、一

般スポーツにおける若さや筋力、バネや瞬発力をさほど必要と

せず、年齢や性別も問いません。代わりに作戦や経験を重視す

るため、この会場は和気あいあいとしながらも、かなりガチン

コな様相を呈し、令和の世においてもスポーツにおける勝負は重要な要素であると痛感しました。

初の大会ということで、いろいろ反省や課題などもありましたが、今年度も開催する予定です。

詳細は決まり次第告知しますので、毎月の羽津だよりをお見逃しなく！

ぴよぴよクリスマス会 羽津子育て支援ぴよぴよ

12月18日(水)、一足早いクリスマス会の会場は、にぎやかな参加メン

バーで埋まりました。恒例のスタッフによる微笑ましい演技やジャンケ

ン大会、大型絵本を真似る子供さんたちの可愛い仕草に盛り上がりまし

た。そして、市民センター館長さんの貫禄に満ちた優しいサンタさん、

素敵でした。

女子力アップ講座 女性委員会

12月12日(木)、毎年この時期は「リース」や「しめ縄」講座を開催するのですが、今回は、年

末から長く飾れるオシャレな「正月飾り」を教えていただきました。講

師は女性活躍部会のメンバーでもある平田由美子先生です。

花や蝶、リボンなどのパーツの配置を考えながら、オアシスに挿して

固定していきます。グルーガンの扱いに少し苦戦する姿も見られました

が、おひとりおひとりの個性が光る素敵な作品が完成しました。

「来年は、しめ縄でお願いします」とのリクエストも頂戴しました。

部会・委員会紹介

人権教育部会の活動紹介 人権教育部長・臍島正子

最近の人権教育部会の活動は、未来のある子供達に命の大切さ、自己肯定感の醸成・向上を目

的とした人権教育に重点を置いています。

羽津文化幼稚園・羽津保育園・羽津幼稚園・みのりこども園では、年長児を対象に助産師の水

本安由美さんに「いのちの授業」として、命の始まりから出産までを出産劇を交えて話をし命の

尊さを知ってもらい、保護者の方にも参加を呼び掛けています。

羽津小学校・羽津北小学校では、5・6年生を対象に、鷲見三重子さんと「いのちの言葉プロジェ

クト」による人形劇・講演と品田奈美さんの「いじめが終わる方程式」の講演会を一年交代で実

施し、保護者への参加も呼び掛けています。鷲見さんの劇と講演では交通事故死した子供の家族

の悲しみと無念さを通して命の大切さを訴え、品田さんの講演ではいじめの種はいじめる側にあ

るとして、自分を振り返り相手を思いやることを訴えています。羽津中学校では、毎年学校が企

画する人権講演会などを支援しており、在宅での看取りやいじめに関する講演を実施してきまし

た。

また、障害を持った人たちが演奏するコンサートなども開催しています。これまで、全盲の歌

手わかなさんのコンサートや、障害者によるミュージック・ベル楽団であるミュージック・パレッ

トの演奏会、障害者で構成する劇団わかばの演劇公演等を行ってきました。今年も2月にミュージッ

ク・ペレットの演奏会を開催します。

その他、毎年の地区文化祭に羽津小学校・羽津北小学校・羽津中学校の児童生徒が描いた人権

ポスターを展示しています。

まち協役員リレー随筆

総務委員会活動を通して思う 総務委員長・藤井靖裕

皆さん、明けましておめでとうございます。本年もどうそ良しくお願いします。昨年の元日は、

能登半島地域を震源とする巨大地震が襲い、震災後1年経った今なお生活など、あらゆる面で苦労

をされていること、心よりお見舞い申し上げます。

さて、災害で始まった昨年ですが、8月には、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が初め

て発令されるなど、災害に関してとても危機意識が高まった年ではなかったでしょうか。この中、

羽津地区まちづくり推進協議会としても沢山の行事を行ってきました。特に防災をテーマとした

イベントとして、防災サバイバル体験学習では、羽津地区を大人と子供とが一緒になって防災マッ

プを作ったり、防災について考えるボードゲームを行ったりと、幅広い世代間で防災イベントが

行われたのが、とても印象的で尚且つ今年度から始まったボランティア募集で来ていただいた方

の中で、以前に防災サバイバルを体験した方が大学生となって運営側として参加するなど、イベ

ント自体が定着し、そして次への成長段階に来ていることを印象付けたものになっているのを実

感ました。

また、常々イベントを行って思うこととして、イベントも防災訓練の一つであるという事です。

参加することで、まちの仕組みを知り、そして人と人の交流が生まれ、それが一つのコミュニティ

の場となり、地区として災害に強い町が出来ることではないかと思っています。そして、イベン

トに参加した方が、また成長して戻ってくるなど、地区としての次の世代に繋いでいくことへの

大切さ等、イベントを通して学びを得ています。

これからも、沢山の方々にイベントに参加していただき一緒になって次の世代に繋げるために、

羽津地区を盛り上げていきましょう。宜しくお願い申し上げます。

有料広告


